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２０１8年　HPE SGI 8600
HPE社製分散メモリ型システム
376計算ノード(1ノードあたりIntel Xeon Gold 6154 18core 3.0GHz 2CPU メモリ容量384GB)
8 GPU計算ノード(1ノードあたりIntel Xeon Gold 6154 18core 3.0GHz 2CPU メモリ容量384GB
GPU NVIDIA Tesla P100 4枚)
システム全体での演算速度は1.49PFLOPS 総core数 13824core 総メモリ容量 144TB
ノード間接続 EDR Infiniband
大規模共有ストレージシステムの実効容量3.6PB

【 メ イ ン フ レ ー ム・ス パ コ ン の 変 遷 】

【 特 殊 用 途 計 算 機 器 の 変 遷 】
２０１8年　物理乱数発生装置

HPE ProLiant DL380 Gen10 x 3 東京エレクトロンデバイスランダムマスター(1ノードあたり
RMHe x 4枚)

【 そ の 年 代 の 主 な 出 来 事 】
2018年　築地市場最後の初競り
20１9年　スター・ウォーズ最終作
　　　　　スカイウォーカーの夜明け公開

2019年　統計数理研究所創立75周年
20１9年　天皇陛下が即位　「令和」に改元
2019年　ラグビーワールドカップ日本8強

１９７１年　特殊入力装置
（ＨＩＴＡＣ１０、ＨＩＴＡＣ８５００と
接続しアナログ量の入出力用）

１９７４年　ハイブリッド計算機
（アナログ部分Ｓ－３００、デジ
タルブ部分ＨＩＴＡＣ１０）

１９８０年　視聴覚的情報検索システム
（ＡＩＣＯＭ－Ｃ６、大量時系列データ解析用）

１９８２年　領域クラスタリングシステム（ＭＩＮＣ１１／２３）
１９８６年　アナログシミュレータ（ＥＡＩ１０００）
１９８７年　ワークステーション（ＤＮ５７０）

カラーグラフィックス・インテリジェントシステム化
拡張装置（ＤＮ３０００）

１９８８年　ワークステーション（ＤＮ４０００、ＳＵＮ３／５０）
大量時系列データ情報検索システム（ＳＵＮ３／２６０）
統計エキスパートシステム（ＥＸＰＬＯＲＥＲ２）

１９８９年　超高度物理乱数発生装置
情報管理用システム（ＩＢＭ９３７０／２０）

１９９０年　高速演算サーバーシステム（ＳＵＮ４／３７０）
情報網管理用システム（ＰＯＷＥＲ ＳＴＡＴＩＯＮ ５２０）
（ＩＢＭ ９３７０／２０を９３７０／３０にバージョンアップ）

１９９１年　パラレル演算装置（ＴＡＴＡＮ３０００（４ＣＰＵ））
１９９２年　時空現象可視化装置（ＴＡＴＡＮ３０００Ｖ（２ＣＰＵ））

探索的データ解析支援システム
（ＳＵＮ ＳｐａｒｃＳｔａｔｉｏｎ２）
情報網拡張システム（ＣＩＳＣＯルータ）

１９９３年　統計メタ情報ナビゲーション・システム
（ＳＵＮ ＳｐａｒｃＳｔａｔｉｏｎ２）
情報網拡張システム（Ｓ４／１０）
大容量光磁気記憶システム（ＥＰＯＣＨ２）

１９９４年　統計データサーバーシステム（ＴＯＳＨＩＢＡ ＵＸ３０００）
時系列解析支援システム（ＩＢＭ　ＲＳ／６０００－３ＢＴ）

１９９５年　統計情報資源統合化ハイパーネットワーク・システム
（ＳＵＮ ＳｐａｒｃＳｔａｔｉｏｎ５）

１９９６年　統計情報資源サーバーシステム（ＳＵＮ ＳｐａｒｃＳｔａｓｉｏｎ２０）
１９９７年　統計動画像システム

（ＳＧＩ Ｏｎｙｘ ２ＣＰＵ Ｍｉｐｓ Ｒ１０００）
１９９８年　統計計算開発環境支援システム

（ＳＧＩ Ｏｒｉｇｉｎ２０００ ４ＣＰＵ 主記憶２ＧＢ）
１９９９年　統計的データ解析支援システム

（ＳＵＮ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ４５０ Ｕｌｔｒａ Ｓｐａｒｃ ４００ＭＨｚ ４ＣＰＵ 
主記憶２ＧＢ）

２００１年　ブートストラップシステム（２００６年１月  ３２台へ縮小）
ＳＧＩ１２００（Ｉｎｔｅｌ Ｐｅｎｔｉｕｍ Ⅲ（８００ＭＨｚ）、５１２ＭＢメモリ、物理乱数ボード）１００台
Ｏｒｉｇｉｎ３４００（Ｍｉｐｓ Ｒ１２０００（４００ＭＨｚ）プロセッサ×８、２ＧＢメモリ）
ＳＧＩ１４５０（Ｉｎｔｅｌ ＰｅｎｔｉｕｍⅢ Ｘｅｏｎ（７００ＭＨｚ）×４、２ＧＢメモリ）

２００１年　高精細高速グラフィックシステム
ＳＧＩ Ｏｎｙｘ３２００（Ｍｉｐｓ Ｒ１２００（４００ＭＨｚ）プロセッサ×４、２ＧＢメモリ）
ＳＧＩ ＴＰ９１００ストレージシステム（７３ＧＢハードディスク×２４）
ＤＭＳ－Ｂ８オートローダ（ＤＴＦ ２ドライブ）

２００２年　ＳＵＮ  Ｓｏｒａｌｉｓクラスターシステム
富士通ＰｒｉｍｅＰｏｗｅｒ１ ４台

２０１０年　物理乱数発生システム
（２０１０年３月 ４.２ＧＨｚ ＩＢＭ Ｐｏｗｅｒ６×１ｓｏｃｋｅｔ／８ＧＢ
（４ＧＢ×２）
１４６.８ＧＢ ＳＡＳドライブ×２／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ×２
日立製作所製　物理乱数発生器（２００ＭＢ／ｓ）

２０１1年　クラウド環境構築テストシステム（2011年8月）
Dell PowerEdge M610x3ノード
（ノード当たり　Intel Xeon X5673 3.0GHz 6Cores 2CPUs 主記憶
24GB HDD 1TB NVIDEA Tesla M20701）

【 統 計 数 理 研 究 所 特 殊 用 途 計 算 機 器 の 変 遷 】

1954年　ゴジラ映画公開
１９58年　東京タワー完成
１９59年　メートル法実施

１９６4年　東京オリンピック開催
１９６4年　東海道新幹線開通
１９６9年　アポロ11号月面初上陸

１９70年　大阪万博開催
１９72年　沖縄返還
１９73年　第一次オイルショック

1982年　NECがPC9801を発売
1983年　東京ディスニ―ランド開園
1989年　新元号「平成」を発表

1990年　東西ドイツ統一
199４年　統計数理研究所創立50周年

1995年　阪神・淡路大震災が発生
1998年　長野オリンピック開催

2000年　コンピューターの2000年問題が発生
2006年　ライブドアショック発生
2008年　リーマンショック発生

2011年　東北地方太平洋沖地震(東日本大震災）が発生
20１２年　東京スカイツリー完成
2015年　北陸新幹線の長野駅～金沢駅間が開通

【 そ の 年 代 の 主 な 出 来 事 】

１９５４年　ＦＡＣＯＭ４１５Ａ
（相関係数専用機）

１９５６年　ＦＡＣＯＭ１２８
（リレー計算機）
物理乱数発生器（放射能）

１９６３年　ＨＩＰＡＣ１０３
（通称ＴＳＫⅢ、
パラメトロン計算機、ＡＬＳ－１
０００とのハイブリッド）
物理乱数発生器
（ダイオード熱雑音、
１２，０００ビット／秒）

１９７１年　ＨＩＴＡＣ８５００改良型
（主記憶５２４ＫＢ）
ＨＩＴＡＣ８３００（主記憶６４ＫＢ）
物理乱数発生機（ダイオード熱雑
音、２００ＫＢ／秒）

１９７２年　ＨＩＴＡＣ８７００（主記憶５２４ＫＢ）
ＨＩＴＡＣ８４００（主記憶１３１ＫＢ）

１９７８年　ＨＩＴＡＣ Ｍ１８０（主記憶２ＭＢ）

１９８５年　ＨＩＴＡＣ Ｍ２８０Ｈ
（主記憶２４ＭＢ）

１９８９年　ＨＩＴＡＣ Ｍ６８２Ｈ
（主記憶２５６ＭＢ、内蔵アレイプロセッサ）
ＨＩＴＡＣ Ｍ６６０Ｄ
（主記憶６４ＭＢ）
物理乱数発生機
（ダイオード熱雑音、1.5MB/秒）  

１９９３年　ＨＩＴＡＣ Ｍ６８０Ｈ（主記憶２５６ＭＢ）
ＨＩＴＡＣ Ｍ６８０Ｈ（主記憶２５６ＭＢ、内蔵ベクトル演算機構）

１９９４年　HITAC M880／180（主記憶512MB）
HITAC S3600／120（主記憶256MB／拡張記憶2GB）

１９９６年　ＨＩＴＡＣ Ｓ３８００／１６２（主記憶１ＧＢ、拡張記憶４ＧＢ、４ＧＦｌｏｐｓ）
１９９６年　ＩＢＭ ＳＰ２（４８ノード、主記憶１２ＧＢ）
１９９９年　ＨＩＴＡＣ ＳＲ８０００（２０ノード、主記憶８ＧＢ／ノード、８ＧＦｌｏｐｓ／ノード）

物理乱数発生ボード（日立製：ダイオード熱雑音、２５ＭＢ／秒、６枚）
ＨＰ９０００Ｖ２２５０（１６ＣＰＵ、主記憶１２ＧＢ、ＰＡ－ＲＩＳＣ８５００（２４０ＭＨｚ））

２０００年　ＳＧＩ Ｏｒｉｇｉｎ２０００（６４ＣＰＵ、主記憶４８ＧＢ、ＭＩＰＳ Ｒ１２０００（３００ＭＨｚ））
（４００ＭＨｚにクロックアップ ２０００年８月）
統計計算開発環境支援システムを１６ＣＰＵにして計８０ＣＰＵで運用

２００４年　ＳＧＩ Ａｌｔｉｘ３７００（主記憶１９２０ＧＢ、ピーク5.2GFlops×256）
物理乱数発生ボード（東芝製：ダイオード熱雑音、１３３ＭＢ／秒、６枚）
ＮＥＣ ＳＸ６（主記憶１２８ＧＢ、ピーク9GFlops×12）
Ｈｉｔａｃｈｉ ＳＲ１１０００（主記憶１２８ＧＢ、ピーク6.8GFlops×64 ）

２００６年　ＨＰ ＸＣ４０００（計算ノード、ＰｒｏＬｉａｎｔ ＤＬ １４５Ｇ２ １２８ノード）
（ＡＭＤ Ｏｐｔｅｒｏｎ ２.６ＧＨｚ×２、主記憶６４０ＧＢ）
ＳＧＩ Ｐｒｉｓｍ（Ｉｔａｎｉｕｍ２ １.５ＧＨｚ×１６、主記憶３２ＧＢ、グラフィックスカード ８枚）
物理乱数サーバー ８ノード（ノード構成：ＡＭＤ Ｏｐｔｅｒｏｎ ２.４ＧＨｚ×２ＣＰＵ、主記憶４Ｇ
Ｂ、物理乱数ボード ４枚）

２０１０年　Ｆｕｊｉｔｓｕ ＳＰＡＲＣ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ Ｍ９０００（２システム、６４ＣＰＵ（２５６コア））、
主記憶２ＴＢ、ピーク２９４９ＧＦｌｏｐｓと２４ＣＰＵ（９６コア）、
主記憶（１ＴＢ、ピーク１１０５ＧＦｌｏｐｓ）
Ｆｕｊｉｔｓｕ ＰＲＯＭＥＲＧＹ ＲＸ２００Ｓ５（３６０ノード（２８８０コア））、
主記憶（８ＧＢ×１６０+２４ＧＢ×２００、ピーク９３.７６ＧＦｌｏｐｓ×３６０）

２０１０年　物理乱数サーバーシステム（２０１０年７月）ＳＧＩ Ａｌｔｉｘ ＵＶ１００ ２セット
（６コア Ｉｎｔｅｌ Ｎｅｈａｌｅｍ－ＥＸ １.６６ＧＨｚ×１６ Ｎｕｍａｌｉｎｋ５、主記憶５１２ＧＢ、
システムディスク ３００ＧＢ ＳＡＳ×２）　ＳＧＩ Ｉｎｆｉｎｉｔｅ Ｓｔｏｒａｇｅ２２０　１セット
（２ＲＡＩＤコントローラ、１ＴＢ ＳＡＴＡ×１６）　ランラムマスター ＲＭＨｅ ２セット
（ＰＣＩ－Ｅｘｐｒｅｓｓ ４×６００ＭＢ／ｓ）

２０１０年　計算統計学支援システム（２０１０年７月）ＣＲＡＹ ＸＴ６ｍ
（１２コア ＡＭＤ Ｏｐｔｅｒｏｎ ８８ＣＰＵ（４４ノード）、主記憶１.３７５ＴＢ）
磁気ディスクアレイ ＬＳＩ４９９８ Ｓｔｏｒａｇｅ Ｓｙｓｔｅｍ

２０１4年　データ同化スーパーコンピュータシステム：愛称「A」
シングルシステムとして世界最大の64TBの共有メモリを搭載したSGI社製UV2000
大規模共有メモリ型システム／このSGI社製UV2000を2台で構成し、システム合計
5,120プロセッサコア、総メモリ容量128TB／「革新的ハイパフォーマンス・コンピュー
ティング・インフラ(HPCI)」に計算資源を提供

２０１4年　統計科学スーパーコンピュータシステム：愛称「I」
SGI社製ICE X分散メモリ型システム／520ノード(1ノートあたりIntel Xeon 
E5-2697V2/E5-2680V3  2.7GHz/2.5GHz  2CPU ) システム全体での演算速
度は336TFLOPS／メモリ容量100TBで、物理乱数発生装置が実装

２０１4年　共用クラウド計算システム：愛称「C」
Dell社製サーバ69ノード(合計138CPU, 1380コア, 16.4TBメモリ)、大規模共有ディスク装置(合計
364TB)／クラウドミドルウェアを導入し、仮想環境としてデータマイニングや機械学習による分析が実行
できるように並列化パッケージが組み込まれたRやhadoop、Mahoutがあらかじめ構成されている

【 統 計 数 理 研 究 所 メ イ ン フ レ ー ム ・ ス パ コ ン の 変 遷 】

W5200mm×H1100mm W1590mm×H800mm


